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農
地
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
米
な

ど
を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
餓

観
や
防
災
な
ど
の
多
面
的
な
機
能

も
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
が
進

む
な
か
で
、
地
場
生
産
、
地
場
消

斐
の
姿
や
、
水
や
緑
を
保
全
す
る

ｸﾘーﾝｾﾝﾀー2号炉に

バグフィルターを設置

／ヨンボジウム

創
世
紀
の
我
孫
子
の
農
業
を
考
え
よ
う

、
市
で
は
、
消
費
地
に
近
い
と
い
う
立
地
を
生
か
し
た
「
あ
び
こ
型
都
市
農
業
」
の
確
立
を
め
ざ

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
鶏
こ
れ
か
ら
の
農
業
生
産
者
と
消
費
者

の
役
割
を
考
え
る
た
め
受
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
２
月
配
日
王
）
に
開
催
し
ま
す
。
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叫
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生産者と消費者をつなぐ
我孫子の農業白煙は水蒸気､安全です ■

し日時2月26日(士)午後1時から4時

し場所中央学院大学30周年記念館611小講堂

し内容

①基調講演

農
業
の
本
来
の
姿
が
薄
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

い
ま
、
消
饗
者
は
生
産
者
の
顔

が
見
え
、
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物

を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
ら

ぎ
の
あ
る
環
境
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
刀

市
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

排
出
を
さ
ら
に
削
減
す
る
た
め
、ぱ

い

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
２
号
炉
の
煤

生
産
者
と
消
費
者
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
↓

「生産者と消費者をつなぐ農業を

めぐって」おりたろう
講師…遠藤職太郎さん(新潟大学

鯉淵学園非常勤請師､農学

博士、白山在住）

②事例発表

O生産者パネリスト

＊野菜生産現場からの発言染谷

雁
除
去
装
置
を
、
よ
り
効
率
の
闘

い
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
方
式
（
有
害

物
質
を
取
り
除
く
た
め
の
特
殊
フ

世
紀
を
み
す
え
て
、
我
孫
子
の
農

業
を
、
地
域
と
密
蒲
し
、
連
稲
し

た
農
業
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
、

生
産
者
と
消
費
者
と
の
懇
談
か
ら

そ
の
方
策
を
探
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

＊野菜生産現場からの発言…染谷薫さん(古戸）

＊私の農業経営から見えてきたもの…中野遣鯏，里）
*igjのあるライフスタイルのススメ…野口善一さん

（布施）

◎消費者バネIノスト

＊安全な野菜を求めて､農家との交流活動から私が

得たもの･山口保子さん(青山台)ゅうこ
＊安心して食べられる野菜を,細沼祐子さん(白山）

し定員260人(予約不要､直接会場へ）

し参加費無料

し問い合わせ農政課丑(85)1111内線511

（当日は､窓090-8742-0822）

子
イ
ル
タ
ー
）
に
交
換
し
ま
し
た
。

現
在
は
工
事
を
終
え
、
本
格
的
な

稼
働
に
む
け
た
調
盤
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

媛
近
、
煙
突
か
ら
白
煙
が
多
く

出
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

こ
の
白
煙
は
水
蒸
気
に
よ
る
も
の

で
、
有
害
な
ガ
ス
で
は
な
い
た
め

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
水
蒸
気
は
、
商
温
の
焼
却

炉
〈
８
５
０
℃
か
ら
９
０
０
℃
）

か
ら
出
た
排
ガ
ス
を
、
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
の
通
過
可
能
温
度
－
１
７

あ
び
こ
型
都
市
腱
業
は
、
〃
生

産
地
が
即
消
蛮
地
と
い
う
利
点
を

い活
か
す
腿
業
“
〃
多
様
な
労
伽
力

の
活
用
と
人
材
の
育
成
“
〃
効
率

的
か
つ
安
定
的
な
経
営
の
確
立
幻

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
腱
地
の
整
術
や
施
設

の
近
代
化
と
あ
わ
せ
、
市
民
と
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
塩
素
を

含
む
も
の
を
燃
や
し
た
り
、
不
完

０
℃
以
下
）
ま
で
冷
却
す
る
た
め

に
噴
霧
し
て
い
る
水
が
、
熱
で
蒸

発
し
て
煙
突
か
ら
大
気
中
へ
放
出

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
バ
グ
フ
イ
ル
タ
ー
稼
働

後
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
値

は
、
結
果
が
わ
か
り
次
第
広
報
あ

び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
青
壮
年
会
議
は
、
農
業
ま

つ
り
の
主
催
や
直
売
所
而
ヵ
所
）

の
マ
ッ
プ
作
成
、
税
務
の
勉
強
会

な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
広
範
な

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
あ
び
こ
型
都
市
農
業

推
進
の
中
心
と
な
る
同
会
議
の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◎
農
産
物
直
売
所
の
支
援

新
鮮
な
腱
産
物
を
市
民
の
皆
ざ

ん
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
直

売
所
の
設
腫
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心
感

も
あ
り
、
開
設
ｕ
に
は
多
く
の
消

交
流
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◎
市
民
農
園
の
整
備

市
民
が
腱
地
を
利
用
し
て

野
菜
や
花
な
ど
の
収
稚
を
楽

し
め
る
よ
う
、
高
野
山
と
桟

間
前
新
田
の
２
カ
所
に
２
６

４
区
画
の
市
民
磯
園
を
開
没

し
て
い
ま
す
。

商
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農

咽
で
は
、
妬
区
耐
の
増
設
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
座

中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

◎
農
業
青
壮
年
会
議
の
育

成
ゴ
ミ
は
燃
や
さ
な
い
で

考
旬
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
多
く
の
消
費
者

が
（
布
佐
台
野
菜
組
合
直
売
所
）

全
燃
焼
の
場
合
に
多
く
発
生
し
ま

す
。

家
庭
で
の
ゴ
ミ
焼
却
は
、
燃
焼

温
度
が
低
く
、
発
籠
す
る
ガ
ス
も

処
理
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
が
心
配
さ
れ

ま
す
。庭

や
空
き
地
な
ど
で
ゴ
ミ
を
焼

却
す
る
こ
と
は
や
め
、
分
別
し
て

収
集
日
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１
５

饗
者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

◎
農
業
体
験
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画

の
推
進

高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
圃
を

中
心
と
し
た
「
縫
業
体
験
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

農
業
体
験
を
通
じ
て
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
手

賀
沼
と
一
体
と
な
っ
た
腱
地
を
守

り
な
が
ら
、
良
好
な
環
境
整
備
を

行
い
、
我
孫
子
の
原
風
景
を
残
し

て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
農
政
課
雲
芭

１
１
１
１
勺
猟
５
１
１

市
で
は
、
「
社
会
福
祉
事
業
雄

金
」
の
連
用
益
を
活
用
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
お
り
、
対
象
と
な

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
内
の
福
祉
関

係
の
民
間
団
体
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
福
祉
事
業
を
開
始
、
あ

る
い
は
拡
大
す
る
と
き
に
、
そ
の

初
期
の
糯
動
に
対
し
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

補
助
期
間
は
、
原
則
と
し
て
３

年
間
。
補
助
金
の
額
は
、
事
前
に

提
出
さ
れ
た
協
識
緋
を
審
査
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
団
体
は
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
３
年

間
の
補
助
金
の
交
付
を
終
え
た
団

体
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
理
解
や
参
加
を
促
進
す
る
た
め

そ
の
成
果
を
公
表
し
て
い
た
だ
き

社
会
福
祉
事
業
基
金
に
よ
る

、

２
月
妬
日
（
水
）
か
ら
３
月
晦

日
（
水
）
ま
で
、
平
成
ｎ
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
と
逆
付
申

告
、
平
成
皿
年
度
の
市
・
県
民

税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
行
わ

れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
還

付
申
告
響
は
、
税
務
署
へ
提
出

確定申告と市･県民税の申告申申補
助
団
体
を
募
集

S月15日まで受け付け震
f

ま
す
。な

お
、
す
で
に
公
募
し
た
平
成

吃
年
度
の
市
の
↓
般
補
助
金
の
内

示
を
受
け
た
団
体
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
き
い
。

▼
補
助
対
象
事
業

①
在
宅
福
祉
な
ど
の
普
及
・
向
上

に
閏
す
る
事
業

②
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
事
業

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化

に
関
す
る
事
業

▼
申
し
込
み
協
議
醤
（
福
祉
総

合
相
談
室
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
団
体
の
規
約
、
榊
成

蝋
名
簿
を
添
付
し
て
、
３
月
、
Ｈ

（
金
）
ま
で
に
直
接
持
参

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
福
祉

総
合
相
談
室
計
画
担
当
雪
芭
１

１
１
１
内
線
４
７
６

ノ

し
て
く
だ
さ
い
。

市
が
開
設
す
る
市
民
会
館
な

ど
の
会
場
で
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
と
、
す
べ
て
記
入
済
の

確
定
叩
告
諜
の
お
預
か
り
（
税

務
署
へ
卿
送
）
の
み
と
な
り
ま

す
。

確
定
申
告
書
は
自
分
で
記
入

し
、
な
る
べ
く
郵
送
で
申
告
し

て
く
だ
き
い
。
確
定
申
告
群
の

控
え
が
必
要
な
方
は
、
申
告
番

と
控
え
（
鉛
準
響
き
不
可
）
、

返
信
叩
封
筒
と
切
手
を
同
封
し

て
税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
や
支
所
の
窓

口
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
あ
び
こ
２

月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
所
得
税
の
申

告
：
柏
税
務
署
實
妬
）
２
３
２

１
、
市
・
県
民
税
の
申
告
：
・
市

役
所
課
税
課
壷
（
迄
１
１
１
１

、

▽

あたたかみのある地域福祉の創造に向けて



(2)鏡び こ 2000.2.16第1015号
一

市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
懇
談
会
委
員
」
を

募
集
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に

は
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
前
も

っ
て
一
度
に
納
め
る
、
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。
前
納
し
ま
す
と
、

毎
月
納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
な
く
安
心
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

安
心
で
お
得
な
前
納
で

q男女共鯵画社会づく恥ために。
＝

し

推進懇談会委員を募集
昨
年
、
「
男
女
応
用
機
会
均
等

法
」
が
改
正
さ
れ
、
募
集
・
採
用
、

配
鍾
・
昇
進
な
ど
に
お
い
て
、
女

性
に
対
す
る
差
別
が
禁
止
き
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
「
育
児
・
介
謹
休
業
法
」

も
改
正
さ
れ
、
育
児
や
家
族
の
介

謹
の
た
め
に
一
定
期
間
休
む
こ
と

が
、
労
働
者
の
権
利
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

ざ
ら
に
、
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
が
施
行
き
れ
、
各
市

町
村
は
行
動
計
画
を
策
定
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
、
被

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
昨
年
、
「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
市
長
を

本
部
長
と
し
た
庁
内
推
進
組
織
と
、

市
民
で
椛
成
す
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
推
進
懇
談
会
」
が
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
懇
談
会
委
員
の
任

期
満
了
に
と
も
な
い
、
新
た
な
委

ま
た
、
定
額
保
険
料
の
場
合
、

１
年
分
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、

保
険
料
が
３
８
５
０
円
割
り
引
き

ざ
れ
、
大
変
お
得
で
す
（
表
１
参

照
）
。
６
カ
月
前
納
（
８
８
０
円

割
り
引
き
）
も
あ
り
ま
す
。

▼表1前納した場合の保険料の金額（12年度）
｜

’

貝
を
公
募
し
ま
す
。
懇
談
会
委
員

に
は
、
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

の
推
進
に
つ
い
て
、
審
議
・
提
言

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。▼

募
集
人
員
２
人

▽
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤

の
男
女
（
他
の
審
識
会
等
の
委
員

に
委
嘱
き
れ
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
任
期
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

▽
懇
談
会
の
開
催
回
数
年
２
回

程
度
（
平
日
昼
間
に
開
催
予
室

▽
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ

り
意
見
等
を
参
考
に
選
考
し
ま
す

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
に
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」

に
関
す
る
意
見
や
提
言
を
記
入
し

住
所
戚
鋪
年
熾
性
別
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

２
月
塑
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
企
画
課

盃
（
壷
１
１
１
１
内
線
２
７
０
へ

郵
送
、
ま
た
は
持
参

ま
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
を
希
望

き
れ
る
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
預

（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
使
用
印
、
納

付
響
を
持
参
し
、
市
内
の
金
融
機

関
等
（
表
２
参
題
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
一
旗
、
口
座

振
替
前
納
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、

翌
年
以
降
も
前
納
振
替
と
な
り
ま

す
）▼

問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
賓
芭
１
１
１
１
内
線
３
５

５
．
３
６
８

▼表2国民年金保険料
口座据替取り扱い金融機関等

I
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制
度

は
、
扣
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど

の
人
は
毎
歳
以
上
）
の
方
が
、
お

医
者
ざ
ん
に
か
か
る
と
き
に
適
用

き
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
と
、

▼こんなときは届け出を

|届け出理由｜必要なもの’いつまでに
’－－_‐lｰ』一プ‘シ､-J,､1－

加
歳
に
な
っ
た
ら
老
人
保
健

すみやかに
※70歳に達
初めに、受
得届響を卿

こ
ん
な
と
き

印鑑

健康保険証
受給資格取得届描

70歳に
なったとき

達する月の
受給資格取
郵送します消費生 |転入したとき|印鑑､健康保険証14日以内に

転出するとき|印鑑 転出するときに

死亡したとき健康手帳

転居したとき医療受給者証14日以内に

印鑑

健康手帳
医療受給者証

あなたの意|全国｡郵便局’ 14日以内に

市
で
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の
意

見
を
消
我
者
行
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽
資
格
加
歳
以
上
で
日
常
の
活

動
が
で
き
る
市
内
在
住
の
方

▽
定
員
和
人

▽
任
期
４
月
１
日
か
ら
平
成
群

年
３
月
諏
日
ま
で
（
２
年
間
）

▽
職
務
内
容
商
品
の
価
格
な
ど

の
調
査
・
報
告
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
、
研
修
会
・
誹
座
へ
の
参

加
な
ど

▽
報
酬
無
悩
と
な
り
ま
す

▼
選
考
方
法
地
域
や
年
齢
な
ど

を
参
考
に
選
考

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

込
書
（
商
工
観
光
課
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
３
月
巧
日

（
水
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
１
８
５
８
市
役
所
商
工
観
光
課

消
饗
指
導
係
冥
芭
１
１
１
１
内
線

３
２
９
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

資
格
は
そ
の
ま
ま
で
、
医
療
費
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

適
用
の
時
期
は
、
ｍ
歳
の
誕
生

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
日
か

ら
（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
そ
の

印鑑

健康保険証

健康手帳
医療受給者訂

医療保険が
変わったとき

医療保険を
喪失したとき

b

14日以内に

印鑑
健康保険証
①身体障害者手帳
②国民年金証普
③診断書のうち、
いずれかの書類

は
65歳以上の方が

寝たきりなどに
なったとき

なるべく早く認定の

手続きをしましょう

届
け
出
を

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に
関
し

て
、
市
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
多
く
は
、

飼
い
主
の
注
意
や
し
つ
け
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

飼
い
主
の
皆
ざ
ん
、
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
、
ペ
ッ
ト
と
人
が
、

と
も
に
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

月
か
ら
）
、
函
歳
以
上
の
渡
た
き
り

な
ど
の
方
は
認
定
を
受
け
た
月
の

翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
ら
れ
た
場
合

や
、
転
出
・
転
居
な
ど
、
資
格
に

関
す
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
王
表
参
照
）

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

①
老
人
保
健
受
給
者
証
、
②
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
証
、

③
健
康
手
帳
、
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
き
い
◎

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院

さ
れ
た
場
合
は

食
事
代
が
減
額
き
れ
ま
す
。

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
介
護
支

援
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
も
の
は

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
コ
ル

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
り
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
よ
う

大
切
な
ベ
ッ
ト
が
周
り
の
方
か
ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に

＊
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

◎
散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
は
、

飼
い
主
が
寅
任
を
持
っ
て
行
う
よ

う
、
我
孫
子
市
さ
わ
や
か
な
環
境

づ
く
り
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
フ
ン
の
放
置
は
、
見
た
目
に

不
快
感
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

大
変
不
衛
生
で
す
。
フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
り
、
ト
イ
レ
に
流
す
な
ど

適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
飼
い
犬
（
生
後
釦
日
以
上
）
の

狂
犬
病
予
防
注
射
、
及
び
登
録
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
引
き
綱

を
外
し
て
散
歩
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
は
千
葉
県
犬
取
締
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
袖
装
具
代

な
ど
、
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
金

額
の
内
、
定
め
ら
れ
た
基
準
額
で

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
介

護
支
援
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
老
人
保

健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
蕃
察
に
届
け
る
と
同
時
に
、

介
護
支
援
課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
市
が
医
療
機
関
に

医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
て
支
払

い
、
後
日
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

長
期
の
入
院
に
は
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
（
高
齢
者
療
養
見
舞
金
）

継
続
し
て
２
カ
月
以
上
入
院
し

た
場
合
、
１
万
円
の
見
舞
金
が
給

付
さ
れ
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
（
１
年
に
１
回
を
限
度
）

▽
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
介
誰

支
援
課
医
療
介
護
係
貧
芭
１
１

１
１
内
線
３
１
３

ま
た
、
周
り
の
人
に
恐
怖
心
を

与
え
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
や
め
ま

し
ま
し
ょ
う
。

＊
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

猫
に
つ
い
て
は
、
規
制
す
る
法

律
や
条
例
が
無
く
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
す
る
な
ど

周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
な
飼
い
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
共
通
事
項
。
そ
の
他

◎
子
犬
、
子
猫
を
増
や
す
つ
も
り

の
な
い
場
合
は
、
不
妊
手
術
を
受

け
き
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

犬
や
猫
が
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
市
役
所
本
庁
守
衛
室
で
毎
週

建
設
省
利
根
川
下
流
工
事
事
務

所
で
は
、
「
説
明
蛮
任
向
上
行
動

指
針
」
を
策
定
し
、
わ
か
り
や
す

い
行
政
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
行
政
に
努
め
て
い
ま
す
。

指
針
の
内
容
は
、

①
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
充
実

②
住
民
と
の
円
滑
な
交
流
の
促
進

③
地
域
の
有
識
者
や
住
民
等
か
ら

砿
極
的
に
意
見
を
聞
き
行
政
に
反

建設省利根川下流工事事務所・取手出張所

河川相談室を開設
利根川に関する疑問はお気軽に問い合わせを

木
蝿
日
午
前
８
時
如
分
か
ら
ｎ
時

如
分
ま
で
、
引
き
取
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
犬
や
猫
を
、
絶
対
に
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
千
蕊
県
の
条
例
で
「
危
険
な
動

物
」
に
指
定
き
れ
て
い
る
サ
ル
や

ヘ
ビ
な
ど
を
飼
う
場
合
は
、
県
知

事
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

登
（
師
）
１
１
３
１
、
ぎ
わ
や
か
な

環
境
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
．
：
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１

５
映
さ
せ
る

④
す
べ
て
の
事
業
実
施
プ
ロ
セ
ス

で
事
業
の
評
価
を
明
確
に
す
る

⑤
入
札
・
契
約
に
お
い
て
改
革
を

継
続
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
利
根
川
に
関
す

る
小
学
生
用
の
副
読
本
の
作
成
、

河
川
資
料
室
の
整
術
、
河
川
情
報

板
を
利
用
し
た
情
報
提
供
、
利
根

川
下
流
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
河
川
相
談

室
の
各
出
張
所
で
の
開
設
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。

利
根
川
に
関
し
て
、
「
知
り
た

い
、
聞
き
た
い
、
ふ
れ
あ
い
た
い
」

気
持
ち
を
淌
足
き
せ
る
、
適
切
で

わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
質
問
が
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
河
川
相
談
室

に
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

＊
河
川
全
般
に
関
す
る
こ
と
…
利

根
川
下
流
工
事
事
務
所
河
川
相
談

室
壷
０
４
７
８
（
聖
９
７
０
７

＊
エ
事
や
管
理
に
関
す
る
こ
と
．
：

同
取
手
出
張
所
念
０
２
９
７
（
空
１

２
４
１

』

定 額

保険料

付加込み

保険料

保険料
月額

13,300円

13,700円

年間保険料

(各月払い）

159,600円

164,400円

1年分前納

した場合

155,750円

160,430円

割引額

3,850円

3,970円

さくら銀行本・支店

東京三菱銀行本・支店
ゴー＝

東海銀行本・支店

本・支店

千葉銀行本・支店

千葉興業銀行本・支店

茨城銀行本・支店

京葉銀行本・支店

龍ヶ崎信用金庫本・支店

東京ベイ信用金庫本･支店

松戸信用金庫本・支店

成田信用金庫本・支店

蝿子市農業協同組合本･支所
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操作はかんたん1便利な

自動発行機のご利用を
自動発行機が利用できる専用の磁気カードは2種類です

（いずれも暗証番号の登録が必要です）
ｰ

一印唾密鎚歴。あびこ市民カード

固
’

全_‐あびこ市屋カード

ユ

_LFQ

1

（印鑑登録証明書と住民票がとれ_き_豆色
．

＝

婆 F1』
ー

｜；甜0000“.…，

《印鑑登録証。あびこ市民カード》
印鑑登録証明書と住民票をとるとき

に使用します。
また、市役所・支所・行政連絡所の

受付で、印鑑登録証明書を申請すると
きにも必要です。

◇
■
１込

聯
』

且
〃■

■

－
０
』

や
Ｉ

今
年
１
月
か
ら
、
市
内
４
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
自
動
発
行
機
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
自
動
発
行
機
は
、
今
ま
で
よ
り
も
画
面
が
大
き
く
壷
証
明
書
の
発
行
時
間
も
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
需
車
イ
ス
の
方
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
操
作
位
置
が
低
い
タ
イ
プ
と
な
り
ま

し
た
。
操
作
は
今
ま
で
と
同
様
、
音
声
ガ
イ
ド
に
従
っ
て
壷
画
面
に
指
で
軽
く
ふ
れ
る
だ
け
。
市

役
所
閉
庁
の
土
曜
・
日
曜
日
に
も
印
鑑
登
録
証
明
書
と
住
民
票
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
発
行

機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《あびこ市民カード》
住民票をとるときに使用します。
このカードは自動発行機専用の磁気

カードですので、市役所・支所・行政
連絡所の受付では使用できません。

自動発行機の繰炉手順(画面萎示ノ

■画四画■ロ酉■■■国■■■田口
■

ロ

▼■

■

《住民票を選択》国

いらっしゃい霞せ

カードをお入れ下さい。
■
画
国
■
ロ
ロ
日
ロ
ロ
日
■
ロ
■
■
口
■
■
ロ
日
■
図
画
ロ
日
田
画
■
図
画
■
■

［
I訪、

必要とする種類を選択して

ください。

本人のみ

世帯全員

ロ

回

国

▼

市
で
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
と

住
民
票
を
土
曜
・
日
曜
日
に
も
発

行
で
き
る
自
動
発
行
機
を
、
市
内

４
カ
所
（
下
表
参
照
）
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

自
動
発
行
機
は
、
印
鑑
登
録
証

明
書
と
住
民
票
が
必
要
な
と
き
、

専
用
の
磁
気
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
市
役
所
・
支
所
に
出
向
か
な

く
て
も
、
お
近
く
に
設
置
さ
れ
て

い
る
自
動
発
行
機
に
、
あ
ら
か
じ

め
登
録
き
れ
た
暗
証
番
号
と
手
数

料
を
入
れ
る
だ
け
で
、
待
ち
時
間

も
な
く
簡
単
に
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
〈
操
作
手
順
図
を
参
照
）

一

ご希望の証明響を選択して、ください

,住民票Iか
|印鑑登録証明書|かノ

簡
単
な
操
作
で

証
明
書
を
発
行

’
？、|世帯の一部’

国
圃
▼

弔

一

必要とする方を謝して､お羅凧、
うえ、最後に確認を押してください。

画
圃
画
▼

昭和23.12.101竜、手 賀 太 郎

暗証番号を

押してください。 、糯了！"2…周か 既
に
印
鑑
登
録
を
さ
れ
た
方
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
「
印
鑑
登
録

証
（
写
真
）
を
お
持
ち
の
方
は
、

「
印
鑑
登
録
証
。
あ
び
こ
市
民
カ

ー
ド
」
へ
早
め
の
切
り
替
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
切
り
替
え
と
同
時
に
暗

証
番
号
の
登
録
を
本
人
が
行
う
こ

と
に
よ
り
、
自
動
発
行
機
が
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

自
動
発
行
機
が
利
用
で
き
る
専

用
の
磁
気
カ
ー
ド
は
、
「
印
鑑
登

録
証
．
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
と

「
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
（
上
図
参
照
）

専
用
の
磁
気
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
市
役
所
ゞ
支
所
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
印
鑑
登
録
証
」
を

お
持
ち
の
方
は
磁
気

カ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
を

●

回
国
▼：

画

ロ

ロ
鍾口■白■画■田口■

▽

《印鑑登録証明書を選択》

使用する用途に応じて記載事項を選
択してください。

用途記赦率項

年金･児童手当II職など｜本瀞続柄を記職する||

技尭手当申訴など世帯主･続柄を記載する

騰券･運転免詐証申調など本縮・餓頭巻を記戦する

自動車豊熱輔など本稀･競柄を記戦しない

赫崎が正しけ"確認柳し、
てください。

証明瞥の種類印鑑登録証明書

ノ
必要部激1部

臣日歴詞力

ノ

’
I

▼
切
り
替
え
手
数
料
無
料

マ
持
参
す
る
も
の

＊
現
在
お
持
ち
の
「
印
鑑
登
録
証
」

＊
認
め
印

＊
暗
証
番
号
を
登
録
す
る
方
…
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
宮

公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
つ
き
の

免
許
証
や
身
分
証
明
書
、
許
可
書

（
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
、
外
国
人
登

録
証
等
の
い
ず
れ
か
一
つ

※
専
用
の
磁
気
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
で
、
ま
だ
暗
証
番
号
の
登
録

を
き
れ
て
い
な
い
方
も
、
登
録
の

手
続
き
を
き
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

妄．づgp
圓
画
▼

F

篭090000
。
画
。
▽

必要とする部数を押して
ください。

■画■■画ﾛロ■■■

●

函ロ

■
田
口
■
固
画
■
■
画
日
ロ
■
ロ
■
回
国
日
ロ
■
皿
■
図
画
国
■

‘談議蚕車蝉
こ壷雛溌ち筋は

"-磁気カードへ早めの切り替えを’
画
“
▼

金額をお確かめのうえ、

手数料をお入れください
､

識内容が正しければ繍釧して、ください。

住民票の種類世帯の一部

記撒内容本籍･続柄を記載する
必要部数1部

函日 圃を､ノ

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
不
動
産

の
登
記
や
自
動
車
の
登
録
な
ど
の

と
き
に
使
わ
れ
る
大
切
な
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
登
録
の
手
続
き
に

は
慎
重
を
期
し
て
い
ま
す
。

▽
登
録
で
き
る
人
巧
歳
以
上
で
、

我
孫
子
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
人
（
禁
治
産
者
を
除
く
）

▼
登
録
す
る
印
鑑
１
人
１
個

▼
登
録
で
き
な
い
印
鑑
＊
住
民

基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
記
赦
き
れ
て
い
る
氏
名
以
外

を
表
し
て
い
る
も
の
＊
ゴ
ム
印

な
ど
変
形
し
や
す
い
も
の
や
指
輪

の
も
の
＊
印
影
が
不
鮮
明
な
も

の
や
印
鑑
の
一
部
が
欠
け
て
い
る

も
の
＊
印
影
の
大
き
さ
が
８
帳

以
下
の
も
の
、
ま
た
は
零
帳
以
上

の
も
の

▼
登
録
申
請
の
方
法
本
人
が
登

録
す
る
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
役
所
．

。
圃
画
▼

E旧

登
録
の
方
法

証明書をお受け取りく

ださい。ありがとうご
ざいました。

■

圓画■■■画田■■■■■

支
所
で
直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
得
ず
代
理
人
に

申
諦
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
登
録

す
る
本
人
自
筆
の
代
理
人
選
任
届

が
必
要
で
す
。

▼
登
録
手
数
料
２
０
０
円

《
申
請
日
に
登
録
で
き
る
場
合
》

次
の
①
。
②
の
い
ず
れ
か
を
本

人
が
持
参
し
た
場
合
は
、
そ
の
日

に
「
印
鑑
登
録
証
．
あ
び
こ
市
民

カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

①
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
宮
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
つ

き
の
免
許
証
や
身
分
証
明
書
、
許

可
書
（
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
、
外
国

人
登
録
証
等
の
い
ず
れ
か
一
つ

②
本
市
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る

人
に
よ
り
、
申
請
者
が
本
人
で
あ

る
こ
と
を
保
証
し
た
保
証
書
（
印

鑑
登
録
申
請
番
の
蕊
面
に
記
入
〉

※
申
請
と
同
時
に
、
本
人
が
暗
証

番
号
を
登
録
を
す
る
と
、
自
動
発

行
機
が
利
用
で
き
ま
す
。

《
登
録
に
日
数
を
要
す
る
場
合
》

①
申
請
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類
が
な
い
場
合

▼自動発行機の設置場所

設 置場所｜利 用 時 間 休止日
I

市役所本庁
正面玄関

午前9時から
午後5時 |雷繍『日､年紳始(12月"日か

’

毎週月曜日、祝日、振替休日、年末年始
(12月28日から1月6日）
※月曜日が祝日の場合は翌日も休止

湖北地区
公民館

午前9時から
午後5時

、

②
代
理
人
に
登
録
申
請
を
依
頼
す

る
場
合

①
．
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
本
人
の
登
録
の
意
思
を

確
認
す
る
た
め
、
直
接
本
人
あ
て

に
照
会
響
（
回
答
書
）
を
郵
送
し

ま
す
。
回
答
譜
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
、
本
人
が
１
カ
月
以

内
に
、
こ
の
回
答
野
と
認
め
印
を

申
請
窓
口
に
お
持
ち
に
な
る
と
、

「
印
鑑
登
録
証
．
あ
び
こ
市
民
カ

ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

※
回
答
書
の
提
出
も
代
理
人
に
依

頼
す
る
場
合
は
、
代
理
人
選
任
届

と
代
理
人
の
認
め
印
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
発
行
機
を
利
用
す

る
た
め
の
、
暗
証
番
号
の
登
録
は

本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
場
所
・
時
間
市
役
所
市

民
課
・
各
支
所
、
午
前
８
時
如
分

か
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
湖
北
・

布
佐
支
所
は
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
市
民
課
受
付
係

垂
（
函
）
１
１
１
１

毎週月曜日、第2火I曜日、祝日、振替休
日、特別整理期間、年末年始(12月28日
から1月5日）

※月曜日、第2火曜日が祝日の場合は翌
日も休止

毎週木曜日、祝日、振替休日、年末年始
(12月28日から1月4日）

図書館

布佐分館

1

午前9時30分
から午後5時

午前10時から
午後7時

市民プラザ
’



■
(4)鏡 び

呂＝＝

ー 2000.2.16
第1015号

一

’ 一

住所や世帯に異動が生じたら､すみやかに届け出手続きを
添付書類。持参するもの 届け出期間等の諸注意類一

」
~

＊印鑑

*印鑑登録証あびこ市民カード（登録者）
*国民健康保険証(転出する方が国民健康保険に力11入してい
る場合）

*健康手1帳および老人医療受給者証(70歳以上の方）
*介護保険被保|脆者証(交付済みの方）

*実際に住み始める日の2週間前から
*届け出人は、本人または世帯主です

*郵便局に転居届を出しておくと、一定ⅢI間新しい
住所に螂便物が転送されます

*要介護認定者は、介護支援課で介護保|瞼受給資格
証明書を交付します

我孫子市

引っ越す
届

關
〆
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ｉ
ｌ
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
日
日
も

■
６
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ住

民
登
録

民
課
・
各
支
所
で
受
付

＊転出証明書
＊印鑑

＊年金手帳（匡|民年金加入者）または基礎年金番号通知普
＊国民健康保険証（転入する方が国民健康保険に加入してい

転入届る世帯に転入する場合）
＊在学証明書（転入する世帯に小・中学生がいる場合､前住
所地の小・中学校長発行のもの）

＊老人医療受給資格者は、健康保険証
｜＊介護保険受給資格証明書（要介護認定者）

ら我孫子市に他市区町村から我孫
引っ越してきたとき

*実際に住み始めた日から14日以内
*届け出人は、本人または世帯主です

*印鑑
*印鑑登録証。あびこ市民カード（登録者）
*国民健康保険証(加入者）
*年金手帳（国民年金加入者）
*健康手帳および老人医療受給者証(70歳以上の方）
*介謹保険被保険者証（交付済みの方）

*実際に住み始めた日から14日以内
*届け出人は、本人または世帯主です
*郵便局に転居届を出しておくと、一定期間新しい
住所に郵便物が転送されます

市内で住所を変えたとき 転居届

’
*変更した日から14日以内
*届け出人は、本人または世帯主です
*世帯主の要件は、その世帯の生計を維持できる方
です

*印鑑
*印鑑登録証．あびこ市民カード（登録者）
*国民健康保険証(加入者）

世帯変更届世帯主または世帯員の変更

種類｜届け出場所(次のいずれか） 届け出期間等の諸注意持参するもの

’出
生
届

*届け出は、生まれた日から14日以内
*届け書に付いている出生証明書に医師等の証明が必要です
*届け出人は､①父または母②法定代理人③同居者④医師⑤助産婦⑥
その他の立会者⑦公設所の長の順です

*印鑑

*母子健康手帳
*国民健康保険証（父、母が加入しているとき）

*届け出人の本籍地、住所地（所在地）
＊出生地

婚
姻
届

*戸籍抄本または謄本1通（届け出地が本籍地以外の人）
*印鑑(夫、妻各1本）〈旧姓のもの〉
*未成年者の場合、父母の同意書

*夫または妻の本籍地、住所地（所在地）
*夫婦の新本籍地

市
民
課
・
各
支
所
で
受
付

*届け出人は、夫および妻になる人双方です

*婚姻中に称していた氏を離婚後も称する場合は、別の届け出（戸籍
法77条の2）が必要です（同時または離婚日から3カ月以内に）

*届け出人は､①協議離婚→夫婦双方②裁判離婚→申し立て人（成立
または確定の日から10日以内に届け出）になります

*戸籍謄本1通（夫婦の現本籍地に届け出をするときは
不要）

*印鑑(夫､妻各1本）
＊国民健康保険証(加入者)、年金手帳（国民年金加入者）

離
婚
届

*夫婦の本籍地、住所地（所在地）
*離婚後に戻る本籍地、新本籍地

’ ’’
*印鑑
*死亡した人の印鑑登録証．あびこ市民カード（登録者）
*国民健康保険証(加入者）
*老人医療受給者証(70歳以上の方）
*年金手|帳（国民年金加入者）
＊介護保険被保険者証（交付済みの方）

１
１

*届け書に付いている死亡診断書に医師等の証明が必要です
*届け出は、死亡した日から7日以内

*届け出人は､①同居の親族②同居していない親族③同居者④家主⑤
地主⑥家屋管理人⑦土地管理人③公設所の長の順です

*死亡した人の本籍地、住所地（所在地）
*死亡地
*届け出人の住所地（所在地）籍

転
籍
届Ｉ

*届け出人は、戸籍筆頭者およびその配偶者双方で、各署名押印が必
要です

*新本籍の表示は、土地の地番または住居表示の街区符号のどちらで
も表示ができ、住所の表示と一致しないことがあります

*新本籍地
*現本籍地
＊届け出人の住所地（所在地）

*戸籍謄本1通（届け出地に限らず必要となります）
＊印鑑

’
※届け出書の枚数は1通で結擶です。届け出人の署名・押印は必ず本人が行ってください
※戸籍の届け出は、市役所閉庁日でも受付していますが(守衛預かり）、内容審査ができませんので、後日来庁していただく場合や電話で問い合わせる場合があります

’

‐

国
民
健
康
保
険
の
異
動

1転入してきたとき･･印鑑

2職場の健康保険をぬけたとき･印鑑、退職証明書または離職票

3子どもが生まれたとき…印鑑、国民健康保険証、世帯主の預金通|帳

4生活保謹を受けなくなったとき…印鑑、生活保護廃止決定通知書

※同じ世帯に既に国保加入者がいる場合は、保険証をお持ちください

1転出するとき･･･印鑑、国民健康保険証

2職場の健康保険に入ったとき…印鑑、国民健康保険証と職場の健康保険証

3死亡したとき…印鑑、国民健康保険証､葬祭を行った方の預金通1帳

4生活保護を受けるようになったとき…印鑑、国民健康保険証、生活保護開
始決定通知書

1住所･世帯主。氏名。続柄が変わったとき…印鑑、国民健康保険証
2修学で他市町村に居住するとき…印鑑、国民健康保険証、在学証明書、転

（住民票を移した場合）出届

3長期にわたり旅行などをするとき…印鑑、国民健康保険証

4退職者医療制度に該当したとき･･印鑑、国民健康保険証､年金証書(加入

期間がわかるもの）

5退職者医療制度に該当しなくなったとき･"印鑑、国民健康保険証

※異動があったときは、必ず14日以内に手続きをしてください

年
金
に
加
入

120歳になったとき"･印鑑

2会社をやめたとき"･印鑑、年金手1帳、退職証明普または離職票、

基礎年金番号通知普

1転入したとき…印鑑、年金手1帳、韮礎年金稀号通伽普

2婚姻・離婚などによる氏名変更"･印鑑､年金手|鵬､基礎年金番号

通知書

3会社などに就職したとき…印鑑、年金手|帳､職場の健康保険証、

塞礎年金番号通知沓

4転出するとき"･転出先市llr村役場へ

１
１

I国
保
に
加
入

ｒ
‐
Ｉ

西
国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

国
保
年
金
課
・
各
支
所
で
受
付

｜
そ

の

他

’ 国
保
を
や
め
る

〔国保年金課年金係のみで受付〕
の1第3号被保険者該当届…事業主等の証明を受けた第3号被保|険者該当届

［蕊灘旬蝋瀞蹴撫
里
″ 、

動2基礎年金等受給申請(満65歳､障害､死亡時等)…来庁前に電話を
3保険料免除申請…印鑑､年金手'帳､基礎年金番号通知醤､学生証（学4

のみ）※市外居住者は居住地が確認できる書類

そ
の
他

の

異
動’

⑥

『

担
当
課
で
受
付

｜’ (灘鑛露識祭)鯉鶏簿謡撫
＊販売店から購入…販売証明書(販売店で発行)、印鑑
＊個人間の売買……譲渡証明書、旧ナンバーの廃車証明

書、印鑑

そ
の
他

(母子健康手帳)灘蝋継I#嚇し、
＝雛ｾﾝﾀー '市民課，各支所’行雌絡所で受付＝

※妊娠届書の記入事項･診断を受けた病院等の名称､分娩
予定日等を記入してください

(し尿くみ取り)§棚鱗鯏隙
手維をしてください＝市民課'鮫所'徹連格所で受付＝

※<みⅢ式のトイレを伽ﾘしている方が､転出転居す
る場合は、電話で直接クリーンセンター公(88)2547へ

’

｜
」
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市
内
団
体
の
情
報
誌
の
利
用
を

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
で
活

動
し
て
い
る
団
体
の
傭
報
誌
を
作

り
ま
し
た
。
図
書
館
等
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
情
報
誌
設
置
場
所
市
役
所
、

支
所
、
図
書
館
、
公
民
館
、
近
隣

セ
ン
タ
ー
等
市
内
公
共
施
設

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

三
ｓ
《
二
三
君
三
・
三
ａ
‐
ヨ
房
・
浄
亘
云
○
．

呂
夢
煙
吉
富
異
苫
弓
三

改
訂
版
用
の
情
報
を
募
集

今
回
か
ら
個
人
の
情
報
も
掲
載

情
報
誌
を
改
訂
す
る
た
め
、
市

内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
と
個
人

の
情
報
哲
追
加
募
集
し
ま
す
。

前
回
は
団
体
の
み
を
募
集
し
ま

し
た
が
、
今
回
か
ら
は
「
市
内
で

活
動
し
て
い
る
個
人
」
も
対
象
と

■
‐
‐
Ｊ

｜
曇
ゞ
、
三

｜
あ
び
こ
あ
れ

２
月
６
日
（
且
、
休
日
診
療
所
が
続
い
て
開
所
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
オ
ー
プ
席
上
、
市
長
は
「
少
子
高
齢
化

ン
し
ま
し
た
。
社
会
を
迎
え
、
皆
さ
ん
か
ら
市
民

当
日
開
設
前
に
、
福
嶋
浩
彦
市
医
療
の
充
実
、
特
に
休
日
診
療
所

長
、
宮
田
基
弘
市
議
会
議
長
、
小
へ
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

倉
正
久
医
師
会
会
長
に
よ
る
テ
ー
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
（
写
真
下
）
、
会
の
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り
、

ｊ
“
■
休
日
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と

！

偽
閣
副
胴
圃
開
掴
開
聞
凹
廻
棚
驍
際
し
ま
す
】

休
日
診
療
所
が
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
オ
ー
ブ
ン

初
日
に
別
人
の
方
が
利
用

常
画
■
■
垂
口
』
庁

‐
曙
し

L

っ

Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
０
年
０
．
Ｐ
Ｉ
Ｌ 一

一一一一一

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
情
報
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
宗
教
・
政
治
を
目
的
と
す
る
も

の
は
除
き
ま
す

▼
登
録
方
法
情
報
登
録
シ
ー
ト

に
必
要
事
項
を
記
入
し
登
録
箱
に

投
入
、
ま
た
は
我
孫
子
１
６
８
４

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
郵
送

▼
登
録
シ
ー
ト
・
登
録
箱
設
置
場

所
市
役
所
、
教
育
委
員
会
、
公

民
館
、
支
所
、
行
政
連
絡
所
、
市

民
会
館
、
市
民
体
育
館
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ

マ
募
集
期
間
４
月
釦
日
（
日
・

必
着
）
ま
で
（
年
間
を
通
じ
て
情

報
は
受
け
付
け
ま
す
が
、
期
限
後

に
登
録
き
れ
た
情
報
は
Ｂ
年
度
情

報
誌
へ
の
掲
載
と
な
り
ま
す
）

▼
情
報
誌
設
置
日
８
月
１
日

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
冥
芭
１
１
５
１

こ
れ
一

成
田
線
の
本
数
は
い
つ
増
え
ま
す
か

が
で
き
ま
し
た
」
と
あ
い
き
つ
・

そ
の
後
午
前
９
時
か
ら
診
療

子
ど
も
た
ち
と
市
長
が
対
話

が
始
ま
り
、
発
熱
で
訪
れ
た
女

性
（
写
真
上
）
を
始
め
、
お
子
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
期
的
に
設
け
て
い
ま
す
。
み
た
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
」

ざ
ん
を
連
れ
た
お
母
ざ
ん
な
ど
市
長
が
身
近
に
対
談
す
る
「
市
こ
の
一
つ
と
し
て
、
１
月
”
日
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
で
き
る

が
次
々
に
来
所
し
、
初
日
の
利
長
と
市
民
の
対
話
の
日
」
を
定
に
市
民
会
館
で
、
市
内
の
子
ど
も
公
園
を
つ
く
っ
て
ほ
し
墜
な

用
者
は
卯
人
に
上
り
ま
し
た
。
た
ち
と
話
し
合
う
「
市
長
と
子
ど
、
自
分
た
ち
の
且
」
ろ
感
じ

塁
彌
蕊
壹
蕊
」
霊
舞

▽
診
療
日
日
雁
日
、
祝
日
、

：▼診
療
科
目
・
受
付
時
間
当
日
は
、
公
募
し
た
小
学
生
出
さ
れ
ま
し
た
。

『

＊
内
科
・
小
児
科
。
：
午
前
９
時

か
ら
ｕ
時
犯
分
・
午
後
１
時
か

ら
４
時
如
分
＊
歯
科
・
・
・
午
前

９
時
か
ら
ｎ
時
如
分

▽
問
い
合
わ
せ
同
診
療
所
壷

（
望
７
０
２
０
（
診
療
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
に
限
邑

は
、
「
高
齢
者
を
介
護
す
る
施
い
し
て
き
ま
し
た
」
と
、
現
在

内
に
オ
ー
ブ
ン
レ
子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
質
問
に
設
は
市
内
に
ど
の
く
ら
い
あ
り
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

て
い
ね
い
に
答
え
る
福
嶋
市
長
ま
す
か
」
「
今
、
一
番
取
り
組
明
し
て
い
ま
し
た
。

が
利
用

ｌ
ｌ
４
１
Ｌ
仰
川
川
訓
こ
あ
れ
こ
れ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

烏の博物館企画展
レ
オ
オ
バ
ン

（
西
条
猛
氏
撮
影
）

オオバン､ユリカモメ、オナガ

現
在
、
開
催
中
の
企
画
展
「
身

近
な
烏
展
Ⅱ
コ
サ
ギ
、
キ
ジ
バ

ト
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
」
は
、
誰
で

も
見
た
こ
と
の
あ
る
身
近
な
烏
を

紹
介
し
て
い
る
た
め
か
、
来
館
者

か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

烏
の
博
物
館
で
は
、
「
も
っ
と
ほ

か
の
身
近
な
烏
を
見
た
い
」
と
の

声
に
お
こ
た
え
し
て
「
身
近
な
烏

展
Ⅲ
オ
オ
バ
ン
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、

オ
ナ
ガ
」
を
開
催
し
ま
す
。

オ
オ
バ
ン
は
市
の
烏
に
も
指
定

さ
れ
、
手
賀
沼
で
１
年
中
よ
く
見

か
け
る
水
鳥
で
す
。

ユ
リ
カ
モ
メ
は
、
別
名
「
ミ
ヤ

レ
ユ
リ
カ
モ
メ

&

コ
ド
リ
」
と
も
呼
ば
れ
る
小
型
の

カ
モ
メ
で
、
東
京
都
の
烏
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

オ
ナ
ガ
は
、
黒
い
頭
と
青
い
背

中
、
長
い
尾
羽
が
お
し
ゃ
れ
な
小

型
の
カ
ラ
ス
の
仲
間
で
、
市
街
地

の
公
園
で
も
よ
く
見
か
け
、
柏
市

の
鳥
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

寒
い
冬
、
暖
か
い
烏
の
博
物
館

で
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
期
間
２
月
王
日
（
土
）
か

ら
４
月
零
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
壷

（
露
）
２
２
１
２

＝

皇と-

癖『

レ
オ
ナ
ガ

み
つ
み

（
石
井
光
美
氏
撮
影
）

いっしょに舞いませんや
我孫子合唱連盟団員募集（申し込みは各連絡先へ）

｜合唱団名(構成）練習場所｜練習日｜時間連絡先
|AYCL｢ｱｲｸﾙ｣(混)湖北台西小地域交流教室|毎月第13日曜日|10:00-12:00塚原88-7905

浬ﾛ｣レム＝,,､』‘1.,_樫一幸土I．－’
湖北台西小地域交流教室
湖北台市民センター

葦 笛（女） 毎週災曜日 10:00-12:00 山中87-0960

ｌ
Ｌ
あ
び
こ
あ
れ
こ
’
刺
ｊ

１
月
知
日
に
布
佐
南
小
学
校
に
参
加
す
る
布
佐
地
区
の
市
民
委

で
、
布
佐
カ
ッ
プ
２
０
０
０
フ
員
と
、
布
佐
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
か
れ
、
宝
ブ
が
、
地
域
の
人
々
の
交
流
を
深

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
め
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
は
５
人
制
の
ミ
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
コ
ー

ニ
サ
ッ
カ
ー
。
こ
の
大
会
は
、
卜
上
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

市
の
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
ま
し
た
。
特
に
、
園
児
の
部
で
は
、

布
佐
で
フ
ツ
ト
サ
ル
の
熱
戦

あびこエコ －ズ(女)｜高橋パﾚｴｽﾀジｵ(栄)|毎週月曜日'10:00-12:00|遠藤84-8267
1

．~~ー一－－－1

1
1

ス
ポ
ー
ツ
で
市
民
交
流

根戸近隣センター

天王台北近隣センター
毎月第1.3土曜日

毎月第24日曜日
我孫子市民合唱団（混） 18:00-20:30 111崎84-4475

84-6361我孫子｢童謡を歌う会」（女）

我孫子バツ八研究会合唱団(混）

天王台北近隣ｾﾝﾀー|毎週金曜日|14:00-16:001前原
我孫子栄光教会(中峠台)|毎週土曜日'14:30-16:301山下 88-1673

鈴木85-0876
一

曽根88-7074

毎月第13土曜日

毎月第2.4日曜日

19:00-21:00

17:00-19:00
アンサンブル･レオーネ(男）

ヴィクセンズ（女）

慈紘保育園(湖北台）

湖北台西小地域交流教室

天王台北近隣センター

井手口ﾎー ﾙ(緑1丁目）

中 央 公民館

天王台北近隣センター

天王台北近隣ｾﾝﾀー 他

毎週木曜日

毎週土曜日

毎週月曜日

毎月第2.4金曜日

毎週木曜日

毎週日曜日

13:30-15:30

9:30-12:00

10:00-12:00

13:00-15:00

19:00-21:00

10:00-12:00

ま
し
た
。
特
に
、
園
児
の
部
で
は

ゴ
ー
ル
が
決
ま
る
た
び
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

各
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

幼
稚
園
…
わ
だ
ホ
ワ
イ
ト

ミ
ッ
ク
ス
：
．
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド

小
学
校
低
学
年
…
布
佐
Ｓ
Ｃ
ｌ
Ａ

小
学
校
高
学
年
…
布
佐
Ｓ
Ｃ
ｌ
Ａ

中
学
生
・
・
・
湖
北
台
中
Ａ

一
般
．
：
カ
ズ

84-4590

88-7260

84-1864

87-0730

|女声合唱団回転木馬(女）

コールアムール(女）

コール・てが（女）

コールピュア（女）

混声合唱団「響」（混）

誇
一
軒
一
酎
一
榊
一
罐 85-2053

-

毎月第1.3.5土曜日

毎月第2.4日曜日
シヤウティング･フォックス(男） 湖北台10丁目自治会館 片倉87-137718:00-20:30 4

女声アンサンブル蒼(女）市民会館他毎週金曜日13:00-16:30高見84-5197

女声合唱団布佐ボピーズ(女）布佐南近隣センター毎週火曜日10:00-12:00岩堀89-0145

女声合唱団「画（女）柴崎神社参集殿毎週月曜日10:00-12:30梶浦84-6335
女声合唱団LaM6｢e(女）布佐南近隣センター毎週木曜日10:00-14:00寺澤89-1929
ｼﾙバーエコーズ（混)湖北台西小地鮫流教室毎月第24月曜日10:00-12:00扉~耐而
プリムラコーラス（女）市民プラザ毎週水曜日10:00-12:00出沼83-3637
※構成…(混)＝混声合唱団、（女)＝女声合唱団、（男)＝男声合唱団

手
学
研

▼
日
時
２
月
幻
日
（
且
午
前
９

時
釦
分
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所
船
橋
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
船
橋
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

》
内
容
記
念
講
演
「
子
ど
も
と

育
つ
楽
し
み
子
ど
も
と
生
き
る
よ

ろ
こ
び
」
講
師
・
・
松
本
美
津
枝

▼
参
加
餐
１
２
０
０
円
（
昼
食

は
事
前
予
約
、
大
人
８
０
０
円
、

子
ど
も
５
０
０
円
別
途
負
担
）

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
千
葉
県
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
霊
０
４
７
（
４
２
４
）
８
１
０

２
へ
（
当
日
の
参
加
も
可
能
）

■

千 葉県
学童保育
研究集会

岩堀89-0145
－

梶浦84-6335

寺澤89-1929

！

集研
ー※近隣センターなどの公共施設は、優先的に場所が確保されているものではありません
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I ’ 忘れずに納めましょう｢市長と話そう」参加者スリランカ料理講座
市民の皆さんと市長が直接お話

しし、意見交換を行う「市長と話

そう」（市長と市民の対話の日）

を、毎月行っています。

市政に関することなら、どのよ

うな内容でも結構ですので、お気

軽にお聞かせください。

なお、市の将来を担う子どもた

ちとの対話も受け付けています。

し日時・場所3月22日(水)午後

1時から、市長室

し対象市民の方（個人または少

人数のグループ）

※随時、先着順で受け付け

し懇談時間名30分以内

し申し込み・問い合わせお話の

テーマなどを電話で広報広聴課広

聴係公(85)1111内線269．311へ

，日時2月27日(日)午前9時か

ら正午

し場所中央公民館

伝講師ナーラウィラ・ウィジタ・

ワンサ（スリランカ出身）

，定員30人（応募者多数の場合

は抽選）

し持参エプロン、ふきん、筆記

用具

し参加費800円

し申し込み・問い合わせハガキ

に「スリランカ料理希望」、住所

氏名、電話番号、ファクスがある

方はファクス番号を明記し、2月

22日（火・必着）までに我孫子14

2の1あびこ市民プラザ内我孫子

市国際交流協会狂(83)1231、ファ

クス(83)2005へ（問い合わせは木

曜日を除く）

、

‘鈩巳

一」
.

今 月の休館日
｜ほらげ

洞 毛
(下ケ戸

圖 囲園四囲
費生活請座

一卜のトラブルあれ房制

…
伝日時2月29日(火)午前10時か

ら正午（参加無料）

し場所天王台北近隣センター

し内容敷金の問題など

桜講師加曽利俊三（住宅問題評

論家）

惨定員先着30人

し持参筆記用具

惨申し込み。問い合わせ電話で

商工観光課消費指導係査(85)1111

へ

防止教室

暴力からお子さんを守るために

まず、保護者の方が学びませんか。

伊曰時。場所3月3日(金)午前

10時から正午．中央公民館

し内容暴力を受けそうになった

とき、イヤと言う．逃げる．相談

する方法を、寸劇で学びます

〃対象。定員市内在住の方、先

着40人

し参加費無料

，申し込み。問い合わせ電話で

2月27日(日)までに中央公民館冠

(82)0515へ

|塞告調劉尭>勢雲｜
カラーピーズと銅線を使って、

桃の節句の「おびなとめびな」か、

端午の節句の「こいのぼり」を作

ります。（どちらかを選択）

し日時3月12日(日)午前9時30

分から午後3時30分

伝場所湖北地区公民館

ら講師川添睦子（日本七宝作家

協会理事）

し定員親子20組（先着順）

陰参加費1人500円

し申し込み。問い合わせハガキ

に住所、参加者全員の氏名年齢、

電話番号、「親と子のふれあい教

室七宝焼参加希望」を明記し、我

孫子1684教育委員会社会教育課壷

(85)1151へ

’定例教育委員会

し日時・場所2月25日(金)午後

1時30分、水道局4階会議室

，問い合わせ教育委員会総務課

鉛筆、箸（はし）の
正しい持ち方教室生

’’県立養護学校流山高等学園
職業実習作品販売会 シ曰時・場所①2月29日から3

月21日までの毎週火曜日午後3時

から午後4時30分、中里青年館

②3月3日から24日までの毎週今

曜日午後3時から午後4時30分

中峠下区公民館(いずれも全4回）

し対象・定員小学校入学前のお

子さん、各先着20人

似参加費400円（材料費）

し持参4Bの鉛筆、色鉛筆

し申し込み・問 い合わせ電話で

鈴木公(87)3998へ（午後のみ）

県立養護学校「流山高等学園」

では、生徒が職業実習で作った、

トートパッグ、ペンケース、手織

り製品、染め物製品、陶磁器など

を販売します。

ぜひお出かけください。

似曰時2月24日(木)・25日（金）

午前11時から午後3時

し場所柏駅東ロスカイプラザ2

階入□

し問い合わせ流山高等学園冠

(48)0200

間 四 回 日

自動車保険請求無料相談

自動車保険請求相談センターで

は、交通事故の保険請求について

の相談を無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

し相談日月曜から金曜日午前9

時30分から正午、午後1時から4

時30分（祝日を除く）

※電話での相談もできます

◎弁護士相談日（予約制費用無

料）･･毎月第1．3水曜日午後1

時から4時

似場所・問い合わせ（社)日本損

害保険協会柏自動車保険請求相談

センター（柏市柏2の5の7住友

生命ビル4階)B(64)0191

’
｜

市民ﾀー ｯﾄパードゴルフ大会

ゴルフボールにバドミントンの

羽根をつけたようなボールを使う

ミニゴルフの一種です。生涯スポ

ーツとして皆さんといっしょに楽

しみませんか。

，日時。場所3月12日(日)午前

9時30分受付（雨天の場合は19B

に延期)、湖北台中央公園

し種目個人戦（表彰は男女別）

惨資格高校生以上の市内在住、

在勤、在学者

，参加費1人500円（当日徴収）

し持参ゴルフクラブ･･･ピッチン

グウェッジ(PW)

し申し込み・問い合わせハガキ

または申込用紙（体育課市民体

育館に用意）に住所、氏名、年齢

性別、電話番号を明記し、2月29

日（火必着）までに我孫子1684

教育委員会体育課垂(85)1151へ

※当日天候不順の時、開催の有無

のお問い合わせは、市民体育館壷

(97)1155'､(午前8時30分から9

時まで）

親と子のふれあい教室
＝七宝焼にチャレンジ＝

勺

|’ 英会話サークル会員

修曰時毎週木曜日、午前9時30

分から11時30分

陰場所布佐市民センターステー

ションホール

ヶ会費月額5000円

惨申し込み。問い合わせ電話で
なごし

名越丑(88)0064'､

同 四目岡

保健センター
訪問指導員（助産婦）

，資格・定員助産婦資格を持つ

60歳未満の方.1人

し委託期間4月から年間契約

し業務内容妊産婦・新生児の訪

問指導

し選考方法面接による

※契約料（賃金）等、詳細につい

てはお問い合わせください

し申し込み．問い合わせ2月28

日(月)までに、写真を貼付した履

歴書と助産婦免許証を、保健セン

ター壷(87)1131へ直接持参

し、｜
｣－」’

ご利用くだ

「検察審査
さ

会

交通事故、詐欺、おどしなどの

犯罪の被害に遭い、警察や検察庁

に訴えたが、検察官がその事件を

起訴して（裁判にかけて）＜れな

かった。このような不満をお持ち

の方のために、「検察審査会」が

あります。

審査の申し立ては無料です。相

談にも費用はかかりませんので、

お気軽にご相談ください。秘密は

固く守られます。

，問い合わせ千葉地方裁判所松

戸支部内松戸検察審査会事務局冠

047(368)5141

高年齢者職 業相談室が
移転します ’’

我孫子市高年齢者職業相談室は

2月22日(火)、市民会館3階から

2階市民図書館前の旧休日救急歯

科診療所へ移転します。

し問い合わせ高年齢者職業相談

室狂(85)1111内線312

’
家庭教育セミナー
｢よい子が育つ夫輻の絆(きずな)」 ’
惨日時・場所2月21日(月)午前

10時から正午、柏市教育福祉会館

柏市役所隣）

陰講師禽畠飴字(東京家庭教育
研究所）

し入場料無料（申し込み不要）

砂問い合わせ明るい社会づくり

事務局冠(34)7271へ

’災害救援ﾗﾝﾃｨｱ講座生
’ ’中学生保育体験学習発表会

災害救援ボランティアを希望す

る方を対象に、災害時の墓礎的知

識、人命救助に必要な基礎的技能

ボランティア活動の墓礎的知識を

身につける講座です。

ぜひご参加ください。

し日時4月11日(火)から13日

(木)午前9時から午後5時（3日

間）

似場所県中央防災センター（千

葉市中央区仁戸名町）

し対象・定員県内在住・在勤の

方、先着40人

し費用9900円（教材費、保険料）

し申し込み・問い合わせ電話で

災害救援ボランティア推進委員会

壷03(3584)4085へ

’大学通信教育合同入学説明会，日時。場所3月4日(土)午後

1時から3時、めばえ幼稚園

，内容市内の中学生が、幼稚園

や保育園で体験した保育実習での

感動や発見などを発表します

し参加費無料（申し込み不要）

し問い合わせめばえ幼稚園壷

(84)1313

通信教育を実施している大学・

短大ではこの春から受講しよう

とする方を対象に、各学校の教育

内容などを紹介する説明会を開催

します。

修曰時3月4日(土)正午から午

後5時（参加無料）

し場所新宿エルタワー13階

(新宿駅西口徒歩約3分）

し参加校法政大学、慶應義塾大

学、中央大学、日本女子大学、日

本大学、玉川大学、東洋大学、明

星大学、京都造形芸術大学、富士

短期大学、産能短期大学、聖徳大

学短期大学部、など20校

し内容各大学・短期大学別の相

談コーナーを設け、各大学の学部・

学科、学習の流れ、通信教育での

学習全般について説明します

し問い合わせ（財)私立大学通信

教育協会盆03(3818)3870

．公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されている毛

のではありません。

’ ’労災職業病なんでも相談会

労働災害の申請や職業病でお悩

みの方など、労災・職業病に関し

て、お気軽になんでもご相談くだ

さい。

，日時・場所①2月26日(土)午

後1時から4時、千葉中央コミュ

ニティセンター（千葉市中央区）

②3月25日(±)午後1時から4時

船橋中央公民館（船橋市本町）

，相談対応者弁護士、社会保険

労務士、ソーシャルワーカーなど

惨相談費用無料（予約不要）

し問い合わせ千葉中央法律事務

所壷043(225)4567

※会場への問い合わせはご遠慮く

ださい

’１
１ｴﾝジｮｲ・ウィークエンド

'日時。場所2月26日(土)午前

10時から、手賀の丘少年自然の家

，内容バードウォッチング（午

前10時から）．プラネタリウム上

映（午前11時から）

し参加費無綱（申し込み不要）

し問い合わせ手賀の丘少年自然

の家容(91)1923

筑波大学付属聾学校
「卒 展」

高等部専攻科造形芸術科美術コ

ース．デザインコースー生活造形

コースの生徒6人が出品。各種展

覧会で入賞、入選した作品を含め

多数展示します。

し日時2月18日(金)から20B

(日)午前10時から午後6時

し場所市川市文化会館(JR総

武線本八幡駅下車徒歩10分）

し内容油絵、版画、ポスター、

イラスト、染織、手芸作品など

し入場料無料
ろう

，問い合わせ筑波大学付属聾学

校高等部壷0417(371)4512ファクス

047(372)3672

4

雇司’合同書道
‘｜

’’英会話サークル会員惨日時2月23日(水)から3月2

日(木)午前9時30分から午後5時

（ただし、最終日は午後3時まで）

少場所我孫子郵便局コミュニテ

ィルーム（入場無料）
ろレニーなどめLさん

抄出展団体産沼会、鶴鳴会、琴
え

映会

抄問い合わせ福井壷(84)8794

f

伝曰時月3回火曜日、午後1時

30分から3時30分

修場所市民プラザ

し定員先着5人

し会費月額4500円程度

し申し込み。問い合わせ電話で

牧野盆(85)6207へ（夜間のみ）

皿:二,拠尋8富114111

…

この広報紙は再生紙を使用しています

項 目

固定盗産税・都市計､i税

第4期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第9期

水道料金

下水道受益者負担金鯆41’1

納期限
(口座振替日）

29(火）

29(火）

29(火）

25(金）

29(火）

市民図書館

中央棚北地区公民鮒

鳥の博物館

市 民 プ ラ ザ

市民会館

”雌･園擁搬ﾝﾀー

市 民 体 育 館
一

ふれあい工房

21(月)､28(月）

21(月)､28(月）

21(月)､28(月）

17(水),24(木）

21(月)､28(月）

21(月)､28(月)､29(火）

28(月）

21(月)､28(月）

ﾃﾚﾎﾝ打イド 副8副5000

ファクスガイド


